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導入の背景と経緯



開発の背景

・ DPの意識化と共有

・ 学修成果の可視化

・ 授業学修とDPの連動

・ DPサプリメントの作成

・ 外部評価対応



本学における位置づけ
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導 入

年間の学修内容について、何を目
的に学ぶのかを説明する。DP対応
ルーブリックを基に、ゴールとする
学修成果を確認するとともに、科
目との関連性を学生に理解させ、
履修登録の意識付けを行う。
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実 施 １

学修経過の振り返りとして、前期学修
までの各基準の達成度を確認する。
DP対応ルーブリックを活用し、年度
中間地点での学修成果の達成度を自己
評価する。

あわせて、後期の学修内容に触れ、何
を目的に何を履修するのか？を
学生に理解させる機会とする。

☑ 各年度の開始時に実施されるガイダンス内にて、当学年の学修成果目標を学生に認識させる機会を設ける。
学生の履修科目登録前に、当該学年で履修する個々の科目と、ＤＰ、ＤＰ対応ルーブリック内の基準との
関連性を確認させる機会を設け、学修成果の目標に応じて、能動的に履修科目を選択するよう指導する。

☑半期ごとに2回、ＤＰ対応ルーブリックを活用して、学生に自己評価の機会を与える。大学からは、基準別の
累積ＧＰＡの数値を参考情報として学生に与える。年度開始時に設定した目標に対して、自己評価データ
と参照データを比べることを通して、学生-教員間でDPの達成度について面談等を通して検討する。

4月 7月 ９月 2月

学生 - 教員によるＤＰ達成度の検討（通学）
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実 施 ２

年度の学修成果を振り返る機会と
して、 DP対応ルーブリックを活用
する。

1年間の学修成果の達成度を学生は
自己評価するとともに、確定した
成績評価を基に、各基準の達成度
を数量的に確認する。

必要に応じて、面談時にメタ認知
との乖離を補正する

3-4月



構造と構成



基準項目

GPA 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
0.16 11 10 9 10 10 8 11 10 9 10 98

3.34 13 14 16 4 4 4 13 12 12 14 106

項目 Total

【回答例】

DP対応ルーブリックの構造

すべて修得できている

かなり修得できている

少し修得できている

全く修得できていない

--- 4

--- 3

--- 2

--- 1





項目

基準
すべて修得できている

かなり修得できている

少し修得できている

全く修得できていない

--- 4

--- 3

--- 2

--- 1

自分のGPA

学年のGPA
平均値±SD

直近の
自己評価結果

空欄は
未履修



自己評価の結果



2.8%
/total variance

60.5%
/total variance

41.6%
/total variance

6.2%
/total variance

ヘルスフードサイエンス学科 看護学科 健康栄養学科 リハビリテーション学科

1年生 2年生 3年生 4年生

λ

1年生 2年生 3年生 4年生 1年生 2年生 3年生 4年生 1年生 2年生 3年生 4年生

学年変動要因の説明力と得点の変化



人間・心身相関科学的・総合的理解

“よりよく生きる知恵” 理解実践

自立と共生の理解と実践

プロフェッショナリズムの理解

社会人リテラシーの修得

キャリア形成に向けた計画と実践

対象者への多面的な理解

専門性の獲得と汎用性の向上

倫理観・多職種協働・連携実践

自ら学び続ける素養の修得

人間・心身相関科学的・総合的理解

“よりよく生きる知恵”理解実践

自立と共生の理解と実践

プロフェッショナリズムの理解

社会人リテラシーの修得

キャリア形成に向けた計画実践

対象者の多面的・総合的理解

基本的知識と技術の汎用

高い倫理観・多職種連携・協働

看護質向・自発的学修素養意志

人間・心身相関科学的・総合的理解

“よりよく生きる知恵” 理解実践

自立と共生の理解と実践

プロフェッショナリズムの理解

社会人リテラシーの修得

キャリア形成に向けた計画と実践

食・栄養と心のつながりへの理解

管理栄養士・専門知識・技能修得

コミュニケーションスキルの修得

AI/データサイエンス基礎力修得

1年生 2年生 3年生 4年生 1年生 2年生 3年生 4年生 1年生 2年生 3年生 4年生 1年生 2年生 3年生 4年生

学年変動要因に対する項目の影響度

人間・心身相関科学的・総合的理解

“よりよく生きる知恵” 理解実践

自立と共生の理解と実践

プロフェッショナリズムの理解

社会人リテラシーの修得

キャリア形成に向けた計画と実践

人間の多面的理解・専門知識

人間総合科学・領域統合的知識

学際的・社会課題探求解決能力

専門知識・社会貢献意欲能力開発

ヘルスフードサイエンス学科 看護学科 健康栄養学科 リハビリテーション学科

2.8% 
/total variance

60.5% 
/total variance

41.6% 
/total variance

6.2% 
/total variance



まとめ

・大学から客観指標情報を提供した

・学生による自己評価は、学年要因によって変動が
大きい学科と小さい学科が存在した


